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	【前号のつづき】一人一要求アンケートにもとづき、14日に提出した「2011年度予算に係る職場改善要求」の回答書に対する、16日の総
	
	
	務課長交渉の結果です。今交渉で改善を確認できなかったことは、今後も職場実態から議論を積み上げ継続的な取り組みを行います。

	４
	要求
	【職場環境に関すること】
公用車を計画的に更新すること。

走行距離が２０万ｋｍを越えている車両は早期に更新をすべき。

	
	回答書
	　20万㎞を一つの目安としているが、一律ではなく、車両の状況により更新の必要があれば個々に考える。

	
	交渉結果
	執行部としては、今日時点としては、回答書のとおり了解しました。

今後も車両の状況や業務に必要な車種等については、引き続き組合員の皆さんの意見や要望を聞いて改善が必要であれば当局に要求していきます。

	５
	要求
	【職場環境に関すること】
公用車は、全車両のタイヤを点検し、劣化に応じて適正な更新をすること。

　スタッドレスタイヤを履きつぶすため夏季も装着している車両があるが、片減りが激しく雨天時の走行に支障をきたすもの、側面に変形がみられ走行時に振動がするものがある。

	
	回答書
	　23年度で３台の車両において冬タイヤを履きつぶしたが、タイヤ取り扱い業者と協議し、安全走行に支障ないとの判断で対応したものである。今後もタイヤの安全性を確認しながら、適宜、更新していきたい。

	
	交渉結果
	60㎞制限の通常の走行では雨天時や振動等の支障はなかったと思うが、遠距離の出張で高速道路走行した際には指摘のことが生じたのかもしれないとの回答でした。執行部としては、今日時点としては、回答書のとおり了解しました。

冬タイヤを履きつぶした車両について、不安の声が寄せられた片減りや変形したタイヤは、先般、今冬を前に新しいスタッドレスタイヤに履き替えられました。

	６
	要求
	【事務消耗品、用具などに関すること】
（１）電卓の支給（新規採用時及び現在使用のものが故障した時）

（２）作業服、特長靴を含む雨具の支給（新規採用時）

	
	回答書
	　（１）、（２）とも、個人で準備いただきたい。なお、雨具については、新規採用者には、毎年度、防災用で備蓄の合羽を貸与（個人管理）したい。


（２面へつづく）

	６（１面のつづき）
	交渉結果
	（１）電卓はかつて財政や税務では業務の効率化のため支給された経緯があります。また、少なくない職員が必ずしも個人で準備しないで済んでいる経過もあります。執行部としては、こうした経過と業務上の必需品であることを訴えました。その結果、新年度から新規採用時に電卓を支給するとの回答を得ました。現在使用のものが故障した時の支給については対応できないとの回答にとどまりました。
また、執行部としては、事務消耗品の効率的な使用のため、退職される方が使用している電卓が個人で準備したものでなければ、退職に際し所管課（総務又は財政）に返却することの徹底を求めました。

（２）作業服と特長靴は、業務に限っての物品とはいえず支給はできないとの回答でした。

ただし、雨具の合羽については、新規採用者には、防災用で備蓄しているものを貸与し、ロッカー等で個人管理していただくとの回答を得ました。

	７
	要求
	【福利厚生に関すること】
職員住宅の使用料は、職員住宅管理規則にもとづき、毎年度４月に算出し直すこと。

	
	回答書
	　職員住宅管理規則の算定に用いる乗率が毎年変わることから、規定にもとづき、毎年見直しをしている。

	
	交渉結果
	毎年、予算編成時に新年度の使用料を算定している。規則別表２のとおり、職員住宅月額使用料算出方式には、公営住宅法施行規則第23条の率を用いており、この率は毎年変更となることから住宅使用料の算定見直しも毎年必要である。新年度においても複数の住宅で使用料が変更となる。ただし、算出の結果、100円未満の端数を生じたときは切り捨てることとしているため、数年にわたり使用料の変更がない場合があるので理解願いたい、との回答と算定資料を見せていただき執行部としては了解しました。執行部としては住宅使用料の算定を毎年行っている旨、入居者に周知し納得性を得るように求めました。

	８
	要求
	【福利厚生に関すること】
職員住宅の改修整備は、職員住宅整備計画で示されている計画年度よりも早期に着手し、住環境の改善を可能な限り早めること。

	
	回答書
	　先に作成した職員住宅整備計画に基づき改修等を進めていくが、実施時期及び実施場所は、特公賃住宅の入居枠の確保状況や時々の入居者等の事情を勘案し、臨機応変に対応したい。

	
	交渉結果
	職員住宅整備計画により５年間で修繕整備を行うことに変更はなく、計画の前倒し等はしないとの回答でした。ただし、修繕を実施する住宅は、計画の修繕内容から住宅が空いた状態にならないと工事が出来ないため、現入居者が住宅を移るなどの退去の状況により、必ずしも計画年度どおりではなく臨機応変に判断する場合があることを理解願いたいとの回答でした。執行部としては、今日時点としては、回答のとおり了解しました。




















































































































































★★★おかげさまで第１２０号の発行まで延ばすことができましたぁ！！★★★


まさか、こんなに行くとは・・と言いつつ、まだ今後も出る予定！！定期大会まで、どこまで出せれるのかな？でも決して、ダラダラ出しているわけではありません！それだけ津別町の組合活動や中央・道本部の取り組み、運動が活発なんです！みなさんも、ぜひお知らせしたいことがあれば、いつでもご連絡ください！載せられるかどうかは私が判断しますが。　（教宣部長：谷口）




































































津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


